










研究目的 

 未熟児網膜症は,現在,網膜の未熟性を主因とする多因子性病因によるものと理解されて

いるが,その詳細についてはなおも不明である。また,本症はその大部分が極小未熟児に集

中し,重度の眼科的後障害を残すことも稀でない。そこで,本症の正確な発生状況の把握な

らびに成因を明らかにすることが,予防を含めその対策を論ずる上で,急務の課題である。 

 今年度は,眼科的後障害を残すリスクの高い 1250g 未満の極小未熟児における活動期網

膜症発生頻度,およびその成因に関する検討を行ない,本症の予防の為の基礎的資料とする

ことを目的とした。 


